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大学を卒業するには･･････

• ４年間（8学期以上）大学に在学し、

•所属学科・コースで決められている科目を学び、

•定期試験に合格して、

•卒業論文を書き、

•卒業に必要な単位数(130単位以上)を得る。

1.入学から卒業までの流れ
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2．授業時間等について
授業は１コマ９０分

1限目： ８：５０～１０：２０
2限目：１０：４０～１２：１０
3限目：１３：１０～１４：５０
4限目：１５：１０～１６：４０
5限目：１７：００～１８：３０

2020年度
第１クォーター授業実施期間：4/6～6/5
第２クォーター授業実施期間：6/8～8/5
第３クォーター授業実施期間：10/1～11/30
第４クォーター授業実施期間：12/1～2/5



5

3. クォーター制について

平成28年度から神戸大学では ２学期 クォーター制 を導入し
ました。

【クォーター制とは？】

前期・後期の授業期間をそれぞれ半分に分け、各８週で授業を
行う制度です。
各８週の授業期間を「クォーター（略してQ）」と呼びます。

冬期休業期間は非常に短い
振替授業告知、授業予備日等をはじめ学暦を注意深く確認しておくこと

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

前期 後期

第１クォーター 第２クォーター 夏季休業 第３クォーター 第４クォーター

授業履修 授業履修
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●注意点１：クォーター制科目の連結制

4 5 76 8

線形代数1 線形代数2

前期
第１クォーター 第２クォーター 夏季休

微分積分1 微分積分2

クォーター制の目的のひとつは、授業内容を細かく区切り、学生
の理解を促すことにあります。
他方、大学生に求められる学識量が減ったわけではありません。
そのため、初等科目内容の理解を前提とした応用科目、発展科
目が後続のクォーター期に開講されます。

初等科目内容の履修や理解が無いままに、応用科目、発展科
目だけを後続のクォーター期に履修しても、これらの科目の成績
判定で合格する（単位を修得できる）可能性は低いと予想されま
す。必ず初等科目からの履修を心がけて下さい。
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実験、ゼミなど一部の開講科目はセメスター（学期）
制で開講します。つまり開講期間の異なる科目が
同一カリキュラム中に混在します。

●注意点２：一部セメスタ－科目の開講

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

前期 後期

第１クォーター 第２クォーター 夏季休業 第３クォーター 第４クォーター

授業履修 授業履修
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多くのクォーター制開講科目は週1回開講されます。合計8回
（約2ヶ月）の授業・試験を受けて合格すれば「1単位」を修得
できます。（※演習・実習系科目は0.5単位等になります。）

他方、集中開講形式のクォーター制開講科目では週2回開講
されます。つまり、この講義では約2ヶ月間に計16回の授業・
試験を受けることになります。これらの科目では合格すれば
「2単位」を修得できます。

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
1限
2限
3限 「○○学」
4限 「○○学」
5限
6限
7限

クォーター制集中開講科目は週2コマ以上開講されます。

●注意点3. クォーター制集中開講科目
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学外の教員が担当する講義等では、定期的な（時間割表に沿っ
た）開講スケジュールとならないケースがあります。これらの科目
情報は（急遽開講が決まったものを除き）時間割表枠外に記載さ
れます。詳細は掲示にて事後発表となる科目もあります。
これらの講義情報を見逃さないように時間割表は裏表全て目を通
してください。

●注意点4. 期間外・不規則開講科目

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
1限
2限
3限
4限
5限
6限
7限

外国語クラス、期間外・不
規則開講科目の情報､注
意事項等は時間割表の
裏面に記載されています。
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カリキュラムが複雑であるため履修に当たっては下記

項目に注意が必要です。

・履修登録：学期（前期・後期）毎

（4月前半に第1Ｑ＆第２Ｑ分､10月前半に第3Ｑ＆第4Ｑ分）

・履修取消：クォーター毎

・定期試験：クォーター開講は各クォーター末、

セメスター開講は各学期末

・成績発表：学期毎に発表
（第1．第2Ｑ分は9月中旬、第3．第4Ｑ分は3月中旬）

※一部の科目は、通常の履修登録期間より早く抽選登
録を行ったり、窓口で受け付けることもあります。

●注意点5．履修登録・取消および
定期試験・成績発表の時期
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4. 大学における授業区分

ア.全学共通授業科目
(時間割コードが”○U○○○”の科目）

国際教養教育院が提供する授業です。全学共通授業科目は、
次の6のカテゴリーに分類されます。

1.基礎教養科目 4.情報科目

2.総合教養科目 5.健康ｽﾎﾟｰﾂ科学

3.外国語科目 6.共通専門基礎科目

学生便覧P121～131

※海事科学部のカリキュラム編成では2年次から深江キャンパスでの授業が
始まるため、これらの科目は1年生のうちに修得・合格しておいてください。不
合格科目があると、2年次以降も再履修が必要となりますが、その際、鶴甲－
深江キャンパス間の頻繁な移動を強いられてしまいます。通学証明書も2年
生になると深江がメインキャンパスになるので、六甲までの証明はできなくな
ります。
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イ.高度教養科目
・・・国際教養教育院及び各学部が提供する授業。ある程

度専門科目を学修した3・4年次生を対象に開講されるが、2
年生から履修可能な科目もある。

ウ.学部共通科目
・・・海事科学部学生が共通して修得すべき学問内容をまと

めた科目群。主として深江キャンパスで開講されますが、一
部、他学部開講科目を含みます。

エ.専門科目

・・・海事科学部が開講する授業

（時間割コードが”○W○○○”の科目）

・学科共通科目：各学科において共通して修得すべき学問内
容をまとめた科目群。
・コース専門科目：各コースにおいて修得すべき学問内容を
まとめた科目群。

学生便覧P162等
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5. 海事科学部1年次の受講科目について

 基礎教養科目・・・卒業要件：4単位以上
人文系、社会系、生命科学系、自然科学系の4つの分野から
開講し、基本的な知識及び「ものの見方」を学び、理解するこ
とを目的とした科目群。1年次 第2Qから授業が始まります。

 総合教養科目・・・卒業要件：4単位以上
多文化に対する理解を深め、多分野にまたがる課題を考え、
複眼的なものの見方、課題発見力を要請することを目的とし
た科目群。1年次 第2Qから授業が始まります。

履修申請上の注意点：：

必ず抽選登録期間に登録すること！
（抽選登録期間：5/7～5/14 17：00まで）

5-１. 全学共通授業科目（鶴甲キャンパス：月～木曜日）

学生便覧P121・122,132-136
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 外国語科目・・・卒業要件：8単位

外国語第Ⅰ(必修)・・・卒業要件：4単位
Academic English Communication A1,A2, B1,B2

Academic English Literacy A1,A2,B1,B2

外国語第Ⅱ（必修）・・・卒業要件：4単位
言語としては、ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語から1種
を選択

 健康・スポーツ科学（選択）

履修申請上の注意点：

初年次はあらかじめクラス指定されており、履修登
録不要。（大学による事前登録）。
クラス分けは掲示板で発表されます。

学生便覧P123,132-136
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 情報科目・・・卒業要件：1単位

情報基礎（必修）
海事科学部学生は第1Q木曜日4限目に開講

 共通専門基礎科目・・・卒業要件：10単位以上

【数学及び理科の科目群】
専門科目を受けるための準備や導入のための科目群

数学・・・微分積分学、線形代数学、数理統計学
理科・・・物理系、化学系科目群とその実験科目

学生便覧P123,132-136
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海事科学部で履修しなければならない共通専門基礎科目

学生便覧P147

数　学 化　学 計

微分積分1，2 力学基礎1，2  　物理学入門 基礎物理化学1，2

微分積分3，4 連続体力学基礎 基礎有機化学1，2

線形代数1，2 熱力学基礎

線形代数3，4 電磁気学基礎1，2

数理統計1，2

物　理　学 　　

10単位以上

全学共通授業科目の共通専門基礎科目の卒業に要する単位は10単位以上とする。

ただし，下記の表で示すように，数学6単位以上，物理学（物理学入門
を除く）4単位以上修得しなければならない。

＊物理学入門および化学では上記要件を満たしません。
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5-2. 学部共通科目（深江キャンパス：金曜日）

学部共通科目・・・卒業要件：16単位以上

１年次のうちに履修すべき学部共通科目

• 「初年次セミナー」（必修・第1Q開講)

• 「海事科学通論」（必修・第2Q開講)

海事科学部の各学科・コースの専門内容の説明を行います。
皆さんが配属学科を選ぶために必要な情報提供を行います
ので、内容をよく理解してください。

• 「コミュニケーション英語A」（必修・第1Q開講)

• 「コミュニケーション英語B」（必修・第2Q開講)

• 「コミュニケーション英語C」（必修・第3Q開講)

• 「コミュニケーション英語D」（必修・第4Q開講)

5. 海事科学部1年次の受講科目について
学生便覧P124,132-136
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• 「ライティング英語A」（必修・第3Q開講)

• 「ライティング英語B」（必修・第4Q開講)

講義は少人数クラスに分かれて実施しています。掲示板で自身の
所属するクラスを確認して履修登録をしてください。

以下は選択科目ですが、学部共通科目は総計16単位以上取得し
ないと卒業要件を満たせません。積極的に履修してください。

• 「地勢学A」（選択・第1Q開講) 「地勢学B」（選択・第2Q開講)

• 「海洋学1」（選択・第3Q開講) 「海洋学2」（選択・第4Q開講)

• 「海事社会学-1」（選択・第3Q開講)

• 「海事社会学-2」（選択・第4Q開講)

履修上の注意：
学部共通科目は１年次から履修できます。1年次金曜日の受講機会は「学

部共通科目」の修得単位数（卒業要件）を満たす上で非常に重要です。ここ
で取得単位数が不十分な状態になると、後に順調に進級したとしても、4年

次になってから「学部共通科目」カテゴリーの授業を取り直す事態になりま
す！
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6. 年次進行について

1年

●学部共通科目
●専門科目
●高度教養科目

六甲台ｷｬﾝﾊﾟｽ
（月～木）
深江ｷｬﾝﾊﾟｽ（金）

●学部共通科目
●専門科目
●高度教養科目

●学部共通科目
●専門科目
●高度教養科目
●特別研究

（卒業論文）

学科・コース配属
基礎ゼミ配属

総合ゼミ配属
（研究室仮配属）

研究室配属
卒業後の
進路検討

●全学共通授業
科目

●学部共通科目

深江ｷｬﾝﾊﾟｽ 深江ｷｬﾝﾊﾟｽ 深江ｷｬﾝﾊﾟｽ

4年3年2年

学生便覧P145～146
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毎年次初めの履修ガイダンス開催について

必ず出席すること！新年度開始後ただち
に開催されるので新年度4月期には予定をい
れないこと．

1年 4年3年2年

一年次は新入生
オリエンテーショ
ン、初年次セミ
ナーが履修ガイ
ダンスに相当す
る．

海事科学部では、各学年における履修指導のため、各年度冒頭
（2020年度では4/2）に各年次生向けに履修ガイダンスを実施して
います。
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6-1.学科配属・コース配属について
学
科
配
属

※学科・コースには定員があります．選抜方法は，本人の希望と1年次の
GPA、修得単位及びTOEIC(IP)の成績等を勘案して実施します。なお、申請

書未提出者については、教授会にて審議し配属を決定します。これらの配属
は休学者も対象となります。

海事科学部には下記の3つの学科があります。1年次の11月頃
に下記の学科・コースについて配属希望調査が行われます（4種
から選択、第1志望から第4志望まで） 。（説明会：11/6開催予定）

・ グローバル輸送科学科

・ 海洋安全システム科学科

・ マリンエンジニアリング学科

航海マネジメントコース（海技士養成）

ロジスティクスコース

1年 4年3年2年

学生便覧P145
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マリンエンジニアリング学科コース配属について
コ
ー
ス
配
属

これらの配属手続きで、志望通りの学科・コースに配属されるよ
うに、大学での勉学に努めてください。
成績不振は進路選択に深刻な影響を及ぼします。

マリンエンジニアリング学科に配属された学生は、３年次にコー
スに配属されます。配属希望調査は、マリンエンジニアリング学
科に配属された学生を対象に、２年次の１月頃に行われます（２
種から選択） 。

・ マリンエンジニアリング学科
機関マネジメントコース（海技士養成）

メカトロニクスコース

1年 4年3年2年

学生便覧P145
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進
級
判
定

6-2.留年の可能性について その１（３年次進級判定）

3年次進級要件：

・２年間在学していること。

・卒業所要科目単位数54単位以上を修得していること。

・全学共通授業科目において卒業に必要な科目を全て
修得していること。

上記全てを満たしていない者は留年となり、次年度は
3年次以上で開講される科目は履修できない。

※保護者あてにも留年通知書が送付されます。（同意者のみ）

1年 4年3年2年

学生便覧P146
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３年次進級に必要な全学共通授業単位数
授業科目等

必要修得
単位数

別表第1のイに掲げる基礎
教養科目の授業科目

4

別表第1のイに掲げる総合
教養科目の授業科目

4

別表第1のイに掲げる外国
語科目の授業科目

4

別表第1のイに掲げる外国
語科目の授業科目

4

別表第1のイに掲げる情報
科目の授業科目

1

別表第1のイに掲げる健康・
スポーツ科学の授業科目

海事科学部高度教養科目に
関する内規別表に関する授
業科目

他学部及び国際教養教育院
開講の高度教養科目

別表第1のイに掲げる共通
専門基礎科目の授業科目

10

4

外国語第I

外国語第II

共通専門基礎科目

高度教養科目

健康・スポーツ科学

授業科目の区分など

基礎教養科目

総合教養科目

外
国
語
科
目

情報科目

左表の水色のカテゴリーに
ついては2年次終了時まで
に全て単位を取得しておか
ないと，3年次に進級できま
せん．
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4年3年2年1年

6-3.留年の可能性について その２（特別研究履修判定）

「特別研究」は全学科・コース所属学生にとって必修科目であり、
履修・合格しなければ卒業できない。そのため、卒業1年前まで
に特別研究履修要件を満たさなければ留年する。

特
別
研
究

履
修
判
定「特別研究」履修要件：

・3年間以上在学していること

・3年次以上に進級していること（事実上の要件）

・卒業所要科目単位数100単位以上を修得していること

上記全てを満たしていない者は、次年度は特別研究を履修でき
ない。→ 事実上の留年

学生便覧P146
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卒業
要件を
満た
せず

3年2年1年 4年

各学科・コース所属学生毎の卒業要件が海事科学部規則別表
第2にまとめられている（学生便覧p.132～136 ）。4年次進級後、
特別研究履修・合格後であってもこれらの要件を満たさない学
生は卒業が認められない。

6-4.留年の可能性について その3（卒業判定）

卒業要件：

・４年間（8学期以上）大学に在学していること

・卒業に必要な単位数(130単位以上)を修得していること

・各科目区分ごとの必要修得単位数を満たしていること

学生便覧P132～136
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6-5.卒業要件について

卒業要件は学科・コースごとに
異なります。学生便覧では左図
のような表で各学科・コースごと
に卒業要件をまとめたものを表
しています。

←（注意）これは航海マネジメントコースの
履修要件です。

配属後は、各学科コースの卒業
要件を満たすように履修してくだ
さい。

学生便覧P132～136
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基礎教養科目から学部共
通科目までは、海事科学
部内の学科・コースを問わ
ず、卒業履修要件は同じ
です。

2年次以降に履修する専
門科目の区分において、
配属学科・コース毎に差異
が生じます。

そのため、まず1年次は左
表の水色（全学共通授業
科目）および黄色（学部共
通科目）の科目区分の履
修・合格に努めて下さい。

授業科目等
必要修得
単位数

別表第1のイに掲げる基礎
教養科目の授業科目

4

別表第1のイに掲げる総合
教養科目の授業科目

4

別表第1のイに掲げる外国
語科目の授業科目

4

別表第1のイに掲げる外国
語科目の授業科目

4

別表第1のイに掲げる情報
科目の授業科目

1

別表第1のイに掲げる健康・
スポーツ科学の授業科目

海事科学部高度教養科目に
関する内規別表に関する授
業科目

他学部及び国際教養教育院
開講の高度教養科目

別表第1のイに掲げる共通
専門基礎科目の授業科目

10

別表第1のイに掲げる学部
共通科目の授業科目

16

共通専門基礎科目

学部共通科目

高度教養科目 4

外国語第I

外国語第II

健康・スポーツ科学

授業科目の区分など

基礎教養科目

総合教養科目

外
国
語
科
目

情報科目
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授業科目等
必要修得
単位数

別表第1のイに掲げる基礎教養科目の授業科目 4

別表第1のイに掲げる総合教養科目の授業科目 4

別表第1のイに掲げる外国語科目の授業科目 4

別表第1のイに掲げる外国語科目の授業科目 4

別表第1のイに掲げる情報科目の授業科目 1

別表第1のイに掲げる健康・スポーツ科学の授
業科目

海事科学部高度教養科目に関する内規別表に
関する授業科目

他学部及び国際教養教育院開講の高度教養科
目

別表第1のイに掲げる共通専門基礎科目の授業
科目

10

別表第1のイに掲げる学部共通科目の授業科目 16

別表第1のロに掲げる学科共通科目の授業科目 14

第一専門科目
別表第1のロに掲げる航海マネジメントコースの
第一専門科目の授業科目

36

第二専門科目
別表第1のロに掲げる航海マネジメントコースの
第二専門科目の授業科目

7

（104）
130

4

外国語第I

外国語第II

学科共通科目

航
海
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ー

ス

共通専門基礎科目

学部共通科目

高度教養科目

専門
科目

健康・スポーツ科学

他コース・他学科専門
科目・他学部授業科目・そ

の他必要と認める科目

合計

授業科目の区分など

基礎教養科目

総合教養科目

外国
語科
目

情報科目

【注意】

各科目区分の必要修得単位数
を修得したとしても、航海マネジ
メントコースの場合は104単位に
しかなりません。

しかし、いずれの学科・コースで
も卒業には130単位以上の単位
取得が必要です。

航海マネジメントコースを例に見てみると、

水色で示された科目は全学共通
授業科目で１年次に履修し終え
る科目です。

黄色で示された科目は海事科学
部の専門科目ですが、１年次か
ら履修できます。

色づけされていない科目区分は、
高学年次（2～4年次）に履修しま
す。
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7. 履修登録、成績判定に関する注意事項

履修登録は履修登録期間中に学生自身が神戸大学教務情報シ
ステム（うりぼーネット）を用いて行います。
＊この手続きを行わずに授業に出席し、テストを受けても単位修
得はできません！
＊履修登録期間（授業開始から2週間）後は一切追加登録はでき
ません！

・このシステムの操作方法は第1Q開講科目「情報基礎」で説明さ
れますので必ず使い方をマスターしてください。

・学生毎のIDとパスワードが発行され、コンピュータシステムにロ

グインした状態（学生を特定した状態）で履修申請を受け付ける
システムになっています。 自身のIDとパスワードに関する情報を
他人に漏洩することは禁止されています。

7-1. 履修登録方法
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ログイン後、履修・抽選タグを
クリックして履修申請画面を
表示させる

登録するクォーター
のタブを選択

集中講義の登録
も忘れずに！
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[重要] うりぼーネット上での履修登録手続きが
終わった後にすること！

うりぼーネットで履修登録後、[履修登録・登録状況照
会]の画面下にある [ＰＤＦ出力] をクリックし、PDF

データを印刷（プリントアウト）する。プリントアウトした
ものを海事科学部事務棟1Fの教務学生グループに
提出する！
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2Q

プリントアウトのイメージ

※提出前の注意事項

１．履修登録が完了し
てから最終版を提出
すること。

２．登録内容に間違い
がないことを確認した
うえで、署名すること。
＊履修登録期間終了後に
登録内容が間違っていた
ことがわかっても救済でき
ません。

３．前期は１Qと２Q、
後期は３Qと４Qをそれ
ぞれホチキス留めして
提出すること。

1Q

1234567W 海事太朗

※１年次第２Ｑで抽選登録予定の科目
（基礎教養・総合教養）は記載不要
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●履修登録時の注意点（連続履修科目）

科目のあとに算用数字がつく科目については、１→２、
３→４と連続して履修することを前提とした授業内容と

なっているため、数字の小さい順から履修すること。ま
た、必ずセットで履修登録を行うこと。どちらか一方の
みの履修登録は認められない。

例： 海事社会学-1（3Q開講）
海事社会学-2（4Q開講）

例： 経済学I-1（1Q開講）
経済学I-2（2Q開講）
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

前期 後期

第１クォーター 第２クォーター 夏季休業 第３クォーター 第４クォーター

●1年次前期履修登録期間
履修申請登録は学期（セメスター）ごとに行います。つまり第1Q, 第2Qは4月期
にまとめて申請登録します。2019年度前期（第1Qと 第2Q）の履修登録期間は
4/20（月）17：00まで。但し、第２Ｑ開講の「基礎教養科目」、「総合教養科目」だ
けは5月初旬（抽選登録期間：5/7～5/14 17：00まで）に行います。

1Q, 2Q，前期，1Q集中開講科目，
2Q集中開講科目，4月期に履修

申請指示のあった期間外・不規則
開講科目

第２Qの総合教養科目及び
基礎教養科目は，5月初旬
に抽選登録が必要です。

「外国語第I」、「外国語第II」、「情報科目」については、初履修時は大学で事
前登録を行うため、学生による履修登録は不要です．
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

前期 後期

第１クォーター 第２クォーター 夏季休業 第３クォーター 第４クォーター

●履修登録期間
第3Q, 第4Qは10月期にまとめて履修登録します。
来年以降の年次では、第1Q, 第2Qは4月期にまとめて申請登録します。
ただし総合教養科目及び基礎教養科目は，第1Q開講科目（3月下旬）と第２Q

開講科目（5月初旬）の2回，抽選登録があります。第3Q, 第4Q開講科目はまと
めて９月下旬に抽選登録が必要です。

前期時間割は３月中旬、後期時間割は９月中旬に発表されるので、履修登録
の期日は早めに確認し、履修登録漏れのないようにしてください。

期間外の登録は一切できません。

3Q, 4Q，後期，3Q集中開講科目，
4Q集中開講科目，10月期に履

修申請指示のあった期間外・不
規則開講科目

1Q, 2Q，前期，1Q集中開講科目，
2Q集中開講科目，4月期に履修

申請指示のあった期間外・不規
則開講科目
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

前期 後期

第１クォーター 第２クォーター 夏季休業 第３クォーター 第４クォーター

授業履修 授業履修

●履修取消期間

神戸大学では、履修し受講してみた科目の受講を取り消す期間
が設定されています。各々、履修開始後の所定の期間に設定さ
れているので留意してください。

1Q, 1Q集中科目、

前期開講科目の履
修取消期間

2Q, 2Q集中科目の
履修取消期間

4Q, 4Q集中科目の
履修取消期間

3Q, 3Q集中科目、

後期開講科目の履
修取消期間
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

前期 後期

第１クォーター 第２クォーター 夏季休業 第３クォーター 第４クォーター

授業履修 授業履修

7-2.定期試験期間

成績を判定するため定期試験を課す科目が多くあります。定期
試験実施時期は各科目の履修期間末に設定されます。学暦予
定には定期試験期間の日程が明記され毎年発表されます。

1Q, 1Q集中科目の
定期試験

2Q, 2Q集中科目、

前期開講科目の
定期試験

4Q, 4Q集中科目、

後期開講科目の定
期試験

3Q, 3Q集中科目の
定期試験
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

前期 後期

第１クォーター 第２クォーター 夏季休業 第３クォーター 第４クォーター

●成績発表
自身の成績を確認するため学期毎に成績発表がうりぼーネット
で行われます。

第1.2Q開講科目, 前期

開講科目の成績発表
期間

第3.4Q開講科目，後

期開講科目、通年開
講科目の成績発表期
間
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●成績判定に関する注意事項

神戸大学では、学生の合格科目成績をGPに基づいて評価して
います。学生間の成績の序列化が必要になった際には、同ペー
ジに基づくGPAの高低によって成績順位を決定しています。
GPAは学科・ｺｰｽ・研究室配属を判断する指標にもなるのでご留
意ください。

 GPAについて

 定期試験等における不正行為について
定期試験での不正行為（カンニング､携帯電話（スマホ）等の所
持等）が発覚した際には、当該学生の同一学期（クォーターで
はなく学期）の単位認定が全て無効となります。レポート作成・
提出についても剽窃など、不正行為に当たるものが定義されて
いますので、不正に手を染めることなく自力を高める修学に努
めて下さい。

学生便覧P96～97、159～161

学生便覧P95、171
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神戸大学海事科学部のグローバル輸送科学科航海マネジメント
コース、マリンエンジニアリング学科機関マネジメントコースは船
舶職員養成施設の認定を受けた海技士教育機関でもあり、これ
は海事科学部の特色のひとつです。1年次では、学科未配属とい
うこともあり、本件に直接関連する授業は開講されません。
海技士免状取得には法律で定められた身体検査基準を満たさな
くてはなりません。基準表（学生便覧p.202）を確認し、海技士免
状取得を希望しているが身体検査基準が気になる方は教務学生
グループ、保健管理センターに相談してください。

8.船舶職員資格（海技士免状）取得に
ついて 学生便覧P201～213
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9.その他：このファイルの入手先

神戸大学大学院海事科学研究科・海事科学部ホームページ ⇒ 在学
生の方へ ⇒ 大学での授業の履修方法（20XX年度入学者対象）



43

結び
大学の講義科目は、高等学校の授業と大きく異なります。

各科目ごとに担当教員が異なり、個々の教員との接点は週1回
の授業だけという局面が増えます。高校に比べて、大学では「学
生と教員の距離感」は大きくなったと感じる学生が大半です。

しかし、修学関係の問題では、やはり教職員でないと正しい説明
ができない内容が多々あります。それほど気負わずに学級指導
教員や事務棟1Fの教務学生グループに相談してください。

学業においては、前回の講義説明内容をみなさんが理解してい
るという前提に基づいて後続の講義の説明がなされます。クォー
ター、年次が進むにつれ講義内容は難しくなっていきます。内容
の理解度や応用性が問われ、「融通の利かない丸暗記」では対
応できなくなる学問分野が多いです。修学に当たって「大学教員
が学生に求めるもの」が「高校教員が学生に求めるもの」とは異
なるように感じる人もいます。是非多くの講義を履修して、「大学
での勉強」に触れてみてください。


